
須恵町消防団を激励

委員会レポート
総務建設産業委員会

川口委員 田ノ上委員 猪谷委員長 百田副委員長 三⻆委員 稲永委員

　
総
務
建
設
産
業
委
員
会
は
、
今

回
の
改
選
を
踏
ま
え
、
新
た
な
メ

ン
バ
ー
6
名
で
新
体
制
を
組
み
ま

し
た
。
当
委
員
会
は
、
町
政
を
進

め
る
う
え
で
、
幅
広
い
事
務
を
所

管
し
て
い
ま
す
。
住
民
の
皆
さ
ま

が
快
適
な
生
活
を
送
れ
る
施
策
、

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

イ
ン
フ
ラ
の
整
備
や
、
さ
ま
ざ
ま

な
企
画
・
制
度
作
り
等
重
要
な
議

案
に
加
え
、
須
恵
町
全
体
に
属
す

る
議
案
を
審
査
し
て
い
き
ま
す
。

　
須
恵
町
で
は
、
住
み
続
け
た
い

と
思
え
る
住
環
境
や
緑
の
中
で
安

ら
ぎ
を
感
じ
る
公
園
・
緑
地
の
整

備
、
幹
線
道
路
と
な
っ
て
い
る
県

道
筑
紫
野
古
賀
線
の
拡か

く

幅ふ
く

工
事
に

お
け
る
渋
滞
緩
和
対
策
の
推
進
等

の
諸
課
題
が
あ
り
、
し
っ
か
り
と

し
た
舵か

じ

取
り
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
総
務
建
設
産
業
委
員
会
の
各
委

員
が
見
識
を
高
め
、
町
民
の
皆
さ

ま
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
研け

ん

鑽さ
ん

し
て
ま
い
り
ま
す
。

�

委
員
長
　
猪い

谷た
に

　
繁し

げ

幸ゆ
き

　
６
月
２５
日
に
行
わ
れ
る
第
６３

回
須
恵
町
ポ
ン
プ
操
法
大
会
に

向
け
て
、
訓
練
に
励
む
須
恵
町

消
防
団
を
激
励
に
行
き
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
町
大
会
の
み
で
、

上
位
大
会
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

大
会
を
１０
日
後
に
控
え
、
気
合

の
入
っ
た
操
法
を
拝
見
し
ま
し

た
。
我
が
須
恵
町
消
防
団
の
操

法
が
高
い
レ
ベ
ル
で
あ
る
と
い

う
こ
と
も
う
な
ず
け
ま
す
。

　
訓
練
中
は
ケ
ガ
な
ど
さ
れ
ま

せ
ん
よ
う
健
康
に
留
意
し
な
が

ら
、
当
日
は
訓
練
の
成
果
を
遺い

憾か
ん

な
く
発
揮
さ
れ
、
悔く

い
の
残

ら
な
い
大
会
に
し
て
い
た
だ
き

た
い
も
の
で
す
。

　
最
後
に
、
町
民
の
生
命
と
財

産
を
守
る
た
め
、
日
夜
活
躍
さ

れ
て
い
る
消
防
団
員
の
皆
さ
ま

に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

令和5年6月15日（木） 須恵中テニスコート

総務課・まちづくり課・ふるさと応援課・税
務課・都市整備課・地域振興課・上下水道
課・会計課に属する事項／その他の委員会に
属しない事項

私たちが責任を持って審査します！

須恵町消防団を激励
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委員会レポート
文 教 厚 生 委 員 会

川原委員 男澤委員 今村委員長 三上副委員長 平山委員白水委員

　
文
教
厚
生
委
員
会
は
、
今
回
の

改
選
に
よ
り
、
２
人
の
新
人
を
加

え
た
６
人
で
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト

を
き
り
ま
し
た
。

　
当
委
員
会
は
、
主
に
福
祉
・
健

康
・
医
療
・
教
育
を
中
心
に
審
査

を
行
い
ま
す
。

　
全
国
で
、
少
子
高
齢
化
・
人
口

減
少
が
叫
ば
れ
る
中
、
須
恵
町
は
、

全
国
有
数
の
長
寿
の
町
で
あ
り
、

人
口
・
子
ど
も
の
数
も
増
加
し
て

い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
も
５
類
に
移
行
し
、
コ

ロ
ナ
禍
か
ら
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を

経
て
、
日
常
を
取
り
戻
す
、
と
変

化
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の

経
験
を
生
か
し
、
広こ

う

範は
ん

多た

岐き

に
わ

た
り
専
門
化
し
て
い
る
政
策
を
審

議
・
審
査
す
る
た
め
、
今
ま
で
以

上
に
身
を
引
き
締
め
て
取
り
組
み

ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
町
民
皆
さ
ま
の

期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
各
委

員
が
自
分
の
役
割
を
果
た
し
、
一

致
団
結
し
て
活
動
し
て
い
く
決
意

で
す
。

�

委
員
長
　
今い

ま

村む
ら

　
桂け

い

子こ

学校教育課・子育て支援課・社会教育課・住
民課・福祉課・健康増進課に属する事項

私たちが責任を持って審査します！

令和４年11月４日

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
目
指
し
て

委員会レポート

 

は
じ
め
に

　
須
恵
町
は
令
和
４
年
第
１
回
須
恵
町
議
会

定
例
会
に
お
い
て
2
0
5
0
年
ま
で
に
二
酸

化
炭
素
排
出
量
を
実
質
ゼ
ロ
と
す
る
「
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
す
え
」
を
宣
言
し
ま
し
た
。

 

須
恵
町
の
取
り
組
み
は

　
現
状
と
目
標
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。

①�

須
恵
町
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
「
事

務
事
業
編
」
は
、
須
恵
町
役
場
が
管
理
す

る
各
施
設
・
施
策
な
ど
に
関
す
る
対
策
で

す
。
２
０
１
３
年
度
を
基
準
と
し
て
、
本

年
度
か
ら
２
０
３
０
年
度
ま
で
に
５１
%
を

削
減
し
ま
す
。

②�

同
計
画
「
区
域
施
策
編
」
は
、
須
恵
町
の

町
域
全
体
に
関
す
る
対
策
で
す
。
企
業
部

門
、
家
庭
部
門
も
含
め
る
た
め
、
町
内
の

理
解
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
２
０
１
３
年
度

委
員
長

　
白
水
　
春
夫

副
委
員
長

　
三
上
　
政
義

委
員
　
百
田
　
輝
子

委
員
　
猪
谷
　
繁
幸

委
員
　
田
ノ
上
　
真

を
基
準
と
し
、
２
０
３
０
年
度
ま
で

に
4６
%
削
減
し
ま
す
。
２
０
５
０
年

度
の
目
標
達
成
に
は
、
追
加
的
対
策

も
含
め
、
将
来
的
な
検
討
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

③�

国
が
公
募
の
「
脱
炭
素
先
行
地
域
」

選
定
を
目
指
し
て
の
取
り
組
み
。
民

間
事
業
者
と
の
連
携
を
持
っ
て
地
域

の
独
自
性
を
活
か
し
た
提
案
に
対
し

て
、
国
が
お
墨
付
き
を
与
え
ま
す
。

先
行
事
例
を
見
て
も
、
ハ
ー
ド
ル
が

高
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

 

調
査
を
終
え
て

　
「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」
は
大

変
な
難
事
業
で
す
。
と
り
わ
け
、
町
民

や
事
業
者
の
理
解
と
努
力
な
し
に
は
到

底
達
成
で
き
な

い
現
実
が
あ
り

ま
す
。

　
須
恵
町
議
会

と
し
て
も
、
行

政
と
連
携
を
持

っ
て
こ
の
難
事

業
に
あ
た
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

脱炭素推進調査特別委員会

脱
炭
素
推
進
調
査
特
別
委
員
会
は
、
令
和
４
年
３
月
に
須
恵
町
が
宣
言
し
た
「
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
す
え
」
の
推
進
お
よ
び
調
査
を
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
ま
し

た
。
１
回
目
の
調
査
を
７
月
３
日
（
月
）
に
行
い
ま
し
た
。

特別
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